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( 市の人口動態 6月末日開 ! 
;総人口 46.6∞人 本籍人口 66・896人 i

由 f男 22.641人市 f男'Z7.470人 i
i門 i女 23.869入門 i女 28.426人 i
i世帯数 9.749世常 本籍数 11.030戸嬉 1

;出要婚際死:
生工総婚鐙 i
82人 28人 51件 3件 5件 i

第 40号(1) 
談
議
臨
機
瀦
漉
鯨
臨
膨
綿
織
鯵
膨
藤
齢
炉
砂
艇
鉱
膨
ww九
♂

保
久
衛
氏

可静

請

願
@ 

陳
情
の

六

件

を

採

捧

φこの虞報紙は市内各戸配付てやす@

定
例
大
、
洲
一
。
第
八
号
議
集
昭
和
三
十
二

市
議
会
は
去
一
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

る
六
月
十
日
一

1
・
昭
和
三
十
二
年
度
大
、
洲

招
集
さ
れ
、
一
市
歳
入
歳
出
決
算

会
期
を
三
日
一

2
・
全
大
洲
市
国
民
健
康

と
定
め
開
会
一
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

さ
れ
た
。
一

3
・
全
大
洲
市
関
民
健
康

議
案
は
七
件
一
保
険
直
営
診
療
的
特
別
会
計
歳

で第一一一

O
号
一
入
歳
出
決
算

議
案
の
外
六
一

4
・
全
大
洲
市
上
水
道
事

件
が
可
決
、
一
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

請
願
、
陳
情
一

5
・
全
大
洲
市
公
益
質
屋

六
件
が
採
択
一
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

二
件
が
継
続
一

6
・
全
大
洲
市
養
老
院
特

審
議
と
な
っ
一
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

た

。

一

7
・
全
大
洲
市
母
子
福
祉

以
下
得
議
案
一
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

請
願
陳
情
を
一

8
・
全
大
洲
市
土
木
費
特

紹
介
す
る
事
一
別
会
計
歳
入
歳
吋
決
算

ザー f噌

9
・
全
大
洲
市

簡
易
上
水
道
布
設
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

。第一一一

O
号
議
案

投
(
閥
)
票
管
理
者
の

報
酬
及
び
費
用
鉾
償

支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

(
註
)
選
挙
経
費
基

準
の
法
律
の
一
部
改

正
に
と
も
な
っ
て
管
理
者
報
酬

が
三
四

O
円
か
ら
三
七

O
円
に

立
会
人
の
報
酬
が
二
八

O
円
か

ら一二

O
O円
に
改
正
さ
れ
た
.

0
第
三
一
号
議
案
大
洲
市
印

鑑
条
例
の
f

一
部
を
改
正
す
る
条

例。
第
三
二
号
議
案
大
洲
市
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例芸

品
)
印
鑑
登
録
手
数
料
徴
枚

が
廃
止
さ
れ
た
。

。
第
三
三
号
議
案
助
役
選
任

に
あ
た
り
同
意
を
得
る
ζ

と
に

つ
い
て

大
洲
市
菅
田
町
大
字
大
竹

甲
五
二
六
番
地

久
保
久
衛
氏
が
選
任
同
意
さ

れ
た
・

-
3」
噂

ヨ
m
q

一

鴇
出
川
v
b
H
H
V

紅
提
灯
の
屋
形
船
が

次
々
と
臥
穏
を
下
る
@

河
鹿
鳴
く
瀬
に
待
機
し
て
鵜
舟

の
か
ど
り
火
を
燃
や
す
と

待
ち
切
れ
な
い
鵜
の
羽
ば
た
き

・刃

く
っ
き
り
閣
に
熊
し
出
さ
れ
る

い
さ
み
肌
の
船
頭
は

水
竿
の
一
っ
き
二
つ
き
で
舟
を

出
す
・

綱
一
杯
に

逆
立
つ
様
に
潜
る
鵜

澄
み
切
っ
た
水
中
を
右
に
左

に
獲
物
を
追
う
鵜
の
行
動
が

へ
さ
き
の
ラ
イ
ト
で

子
に
と
る
様
に
見
え
る
。

浮
い
て
は

横
く
わ
え
の
獲
物
を
ふ
り
か
ざ

し
、
く
わ
え
な
お
し
て
頭
か
ら

呑
む
鵜
そ
の
度
に
屋
形
船
か
ら

起
る
喚
声
と
拍
手

「
よ
く
と
っ
た
・
j
i
-
-
」

円
必
?
住

(
註
)
本
年
六
月
十
五
日
が
任

期
で
あ
っ
た
。

。
第
三
四
号
議
案
昭
和
三
十

四
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
追
加

予
算
書
(
第
2
回
)

追
加
額
歳
入

6
・
国
庫
支
出
金
三
・
一
五
三

0
0
0円

7
・
県
支
出
金
二
八
・

0
0
0

8
.
寄
附
金
四
五
一
.
六

0
0

9
・
繰
越
金
一
-
一
一
一
二
六
・
六

0
0円

合
計
四
・
九
五
九
・
二

O
O円

歳

出

2
・
市
役
所
費
五

0
0・
0
0

O
円

4
・
土
木
賞
九
三
一
・
五

0
0

5
・
教
育
費
五
六
七
・
六

0
0

8
・
産
業
経
済
費
二
・
九
六

0
・

一O
O円

合
計
四
・
九
五
九
・
ニ

O
O円

(
註
)
と
の
追
加
に
よ
り
予
算

総
額
は
二
億
五
千
五
百
一
二
万

一
千
円
と
な
っ
た
@

。
第
三
五
号
議
案
大
洲
市
清

掃
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
(
註
)
特
殊
世
帯
(
病
院
、
生

果
物
取
扱
業
者
、
旅
館
等
)
一

ヶ
月
六
十
円
に
変
っ
た
・

「あ
L
、
大
き
い
の
を
口
」

「
投
げ
上
げ
て
受
け
た
よ

1
」

「
う
ま
い
ね

1
」

あ
ら
ゆ
る
感
嘆
詞
の
連
発
で
あ

る
し
ば
ら
く
し
て

綱
さ
ば
の
巧
な
鵜
匠
の
存
在
に

気
が
つ
く
@

鳥
帽
子
、
腰
み
の

古
式
に
な
ら
う
い
で
だ
ち
で
。

頃
を
み
て

鵜
に
吐
か
せ
る
手
の
す
ば
や
さ

鮮
か
さ
。

「
鵜
匠
さ
ん
、
御
苦
労
さ
ん
」

「
は
い
、
い
ら
し
っ
ゃ
い
ま
せ

御
覧
頂
い
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す」

鵜
匠
に
馴
れ
切
っ
た
鵜
は

終
始
如
何
に
も
楽
し
げ
に

潜
つ
て
は
浮
き
、
叉
潜
り

時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

肱
川
橋
を
過
ぎ

城
山
下
の
淵
に
来
て
い
る

屋
形
船
で
は

今
し
が
た
の
ス
リ
ル
と

つ
き
な
い
情
絡
に

話
の
花
が
咲
い
て

夏
の
川
面
は

い
つ
ま
で
も
に
ぎ
や
か
だ
。

巳

銭登

倒磨

一
関
側
側
同
凶
つ
い
て
は
次
の

一
と
お
り
@

一
@
請
願
二
十
六
号
都
保
育
所

一
を
三
十
四
年
度
中
に
新
築
し
て

一
い
た
ど
き
た
い
(
継
続
審
議
)

↑
@
会
二
十
七
号
五
郎
駅
前

-
地
区
道
路
舗
装
促
進
に
つ
い
て

{
採
択
)

O
全

二

十

八

号

愛

媛

県
P

T
A
会
舘
の
設
立
援
助
に
つ
い

て
(
継
続
審
議
)

。
全
二
十
九
号
菅
田
中
学
校

運
動
場
排
水
工
事
官
ぴ
普
滋
教

室
増
築
に
つ
い
て
(
採
択
}

会
三
十
号
粟
津
中
学
校

給
水
施
設
に
つ
い
て
(
採
択
)

全
一
二
十
一
号
菅
問
中
学

校
講
堂
改
築
に
つ
い
て
(
採
択
)

全
三
十
二
号
菅
問
中
学

校
炊
事
場
改
築
に
つ
い
て
(
採

択

)

陳

情

三

十

三

号

大

洲
市
学
校
体
育
会
に
対
す
る
市

補
助
に
つ
い
て
(
採
択
)

以
上
。

強
烈
な
毒
性
に
設
意
日

農

薬

パ

ラ

チ

オ

ン

昨
年
一
昨
年
と
相
続
ぐ
豊
作
は

最
近
著
し
く
進
歩
を
遂
げ
た
農

薬
に
お

5
と
こ
ろ
が
多
く
農
薬

の
使
用
量
は
累
増
の
一
途
を
辿

り
今
年
も
又
農
薬
使
用
の
最
盛

期
を
迎
え
る
訳
で
あ
る
が
農
薬

の
内
で
も
パ
ラ
チ
オ
ン
は
最
も

広
く
多
量
に
使
用
さ
れ
効
果
も

多
い
半
面
人
体
に
対
す
る
危
険

も
非
常
に
多
い
猛
毒
の
農
薬
で

あ
る
か
ら
パ
ラ
チ
オ
シ
の
使
用

に
当
つ
て
は
次
の
注
意
事
項
を

厳
守
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

パ
ラ
テ
・
ズ
シ
使
用
上
の
注
意

事
項

て
散
布
同
に
は
立
入
禁
止
の

札
を
立
て
る
ζ

と

立
札
は
散
布
後
七
日
で
必
ず

取
り
除
く
こ
と

(
立
札
用
紙
は
農
協
よ
り
配
布

の
予
定
)

二
、
防
除
従
事
者
は
健
康
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ふ
だ
ん
体
の
弱
い
入
、
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
(
特
異
体
質
)

子
供
、
生
理
日
の
婦
人
、
っ

か
れ
の
ひ
ど
い
人
等
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
。

三
、
事
前
に
機
具
の
点
検
を
行

う
こ
と
機
具
に
故
障
が
あ
っ

た
り
す
る
と
薬
液
が
人
体
に

附
着
す
る
機
会
が
多
く
な
り

危
険
で
あ
る
か
ら
必
ず
事
前

に
機
具
を
点
検
す
る

四
、
完
全
服
装
と
作
業
中
服
装

を
乱
さ
な
い
こ
と
。

完
全
服
装
で
あ
る
こ
と
は
勿

論
特
に
作
業
中
暑
さ
の
た
め

マ
ス
ク
を
と
っ
た
り
地
下
足

袋
を
ぬ
い
で
ハ
ダ
V
に
な
ら

な
い
こ
と
.

五
、
薬
液
の
調
製
は
原
液
を
取

り
扱
う
の
で
最
も
注
意
し
空

容
器
の
処
理
を
厳
重
に
す
る

こ
と
。

-払

い

セ

市

産

課

業

六
、
子
供
や
家
畜
を
作
業
現
場

よ
り
遠
ざ
け
又
風
下
で
作
業

し
て
い
る
人
に
液
が
、
か
ム

ら
な
い
よ

5
注
意
す
る
こ
と

七
、
長
時
間
一
人
が
薬
剤
散
布

を
し
な
い
よ

5
交
代
し
て
行

う
こ
と
又
高
温
多
湿
な
臼
中

の
作
業
は
事
故
が
起
り
や
す

い
の
で
な
る
べ
く
朝
夕
の
涼

し
い
時
に
行

5
こ
と
@

八
、
休
憩
の
時
や
交
代
で
休
ん

で
い
る
人
に
よ
く
手
を
洗
わ

せ
る
又
作
業
後
の
身
体
や
衣

類
の
仕
末
機
具
の
洗
勝
等
は

厳
重
に
監
督
す
る
こ
と
@

九
、
中
毒
に
対
す
る
応
急
処
置

は
平
素
か
ら
研
究
し
て
お
き

中
毒
患
者
が
出
た
時
万
全
の

措
置
が
出
来
る
よ

5
す
る
こ

〉
』
@

十
、
作
業
し
た
晩
は
次
の
こ
と

を
守
る
と
と
.

1
酒
を
呑
ま
な
い

2
夜
更
し
を
し
な
い

3
身
体
に
異
状
を
感
じ
た
ら

直
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る

十
一
、
散
布
は
必
ず
指
導
者
(
講

習
を
受
け
免
許
証
を
有
す
る

人
)
の
指
導
を
受
け
て
行

5

と
と
。

住
民
登
録
の
届

出
に
つ
い
て

本
年
七
月
一
日
は
私
達
の
生
活

に
最
も
関
係
の
深
い
住
民
登
録

法
が
施
行
せ
ら
れ
て
か
ら
七
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
の
住
民
登
録
の
手
続

は
出
来
て
い
ま
す
か
登
録
洩
れ

は
な
い
か
今
一
度
あ
な
た
の
お

家
族
を
調
べ
て
兎
ま
し
ょ

5
。

A
V
届
出
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
方

1
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ

}し

し

ま

らだを y l話 番交てハ いつが菅電ま式るあ式
、ζ おド三器二号換すシーたい、回報す電五り 、 電

おとくノレ回を、を取ぐド、だて磁、電。話つま 磁話
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1五:主主郡豊2丈霊長室6!受
14試 m 下瀕隊所2E子才十上最月 i
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E午 いを媛務 上年学日 In

zb前 、受地課志 二九力中 11-ー
型九 取方.願 十 月 を 学 フ

JJ(降 り連支希五一有壁月
三三か 申 絡 所 望 才日し卒 20
35ら し部叉者未税、業日
参 込かはは満在昭程

ぺ

れ

た

方

々

れ

は

J
諮
問
ぞ
保
障
す
る
制
度
で
す
。

2
、
市
内
で
住
所
の
変
っ
た
方
一
保
険
料
も
一
本
で
割
安
に
な
っ

3
、
世
帯
乏
が
損
失
っ
た
と
き
一
て
お
り
ま
す
。

A
V
届
出
は
必
ず
十
四
日
以
内
に
一
二
、
お
子
さ
ん
が
何
人
あ
っ
て

t
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
一
も

れ
た
方
は
転
入
届
を
一
家
族
保
険
は
お
子
さ
ん
が
何
人

2
、
市
内
で
住
所
の
変
っ
た
方
(
あ
っ
て
も
保
険
料
以
変
り
ま
せ

は
転
居
届
を
一
ん
。
そ
し
て
他
明
か
ら
生
れ
た
赤

3
、
世
帯
主
が
変
っ
た
と
き
は
一
ち
ゃ
ん
も
皆
む
な
生
後
一
カ
月

変
更
届
を
一
た
つ
と
自
動
的
に
閉
鎖
の
保
険

尚
届
出
を
怠
っ
て
い
る
と
法
に
一
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
保

よ
り
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
一
険
料
は
同
じ
で
す
か
ら
お
子
さ

が
あ
り
ま
す
か
ら
念
の
た
め
申
一
ん
の
多
い
家
庭
は
大
変
有
利
に

し
添
え
ま
ず

Q

一
な
り
ま
す
。

|
1
1
1
1
1
1
-
-

三
.
皆
ん
な
が
も
ら
え
る
保
険

!
大
洲
郵
便
局

i-一金

h
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-一
家
族
保
険
は
契
約
者
の
分
が
満満

「

お

し

ら

せ

一

期

な

ど

に

な

っ

て

一
保
険
金
を
お
払
い
し
て
も
、
配

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
戦
後
一
偶
者
や
お
子
さ
ん
の
分
は
そ
の

三
回
、
配
当
金
の
増
額
を
行
い
一
ま
t
A

有
効
院
残
つ
℃
い
ま
す
。

ま
し
た
が
、
六
月
一
日
か
ら
日
一
こ
の
場
合
も
う
保
険
料
は
払
い

本
で
始
め
て
の
「
家
族
保
険
」
一
込
ま
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。

を
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
↑

I
l
l
i
-
-
l
i
-
-

J
の

家

族

保

険

は

一

口

実

一

市

公

連

役

員

決

る

約
で
家
族
会
員
の
幸
せ
を
ま
も
一
大
洲
市
公
民
舘
連
絡
協
議
ま

る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
一
で
は
去
る
五
月
三
十
日
午
前
九

、
次
の
三
つ
の
特
色
を
も
っ
て
一
時
よ
り
大
洲
公
会
堂
に
於
て
総

お

り

ま

す

。

一

会

を

行

い

、

事

業

の

経

過

報

告

一
、
安
い
保
険
料
で
家
族
ぐ
一
、
新
年
度
の
計
画
を
審
議
し
た

る

み

、

一

後

、

役

員

改

選

に

移

り

、

会

長

家
族
保
険
は
簡
易
保
険
の
一
一
種
一
に
竹
尾
弥
次
比
、
副
会
長
に
成

で
す
が
家
族
会
員
を
一
枚
の
証
一
岡
康
男
氏
が
再
選
さ
れ
た
。

一
磁
石
式
電
話
の
か
げ
方
~

大

洲

電

報

電

話

局

よ

身
体
障
害
者
の

皆
さ
ん
ヘ
グ

身
体
障
害
者
及
び
身
体
障
害
も

し
く
は
機
能
に
障
害
を
来
す
お

そ
れ
の
あ
る
児
童
は
左
記
に
よ

り
巡
回
受
診
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
多
数
が
参
加
し
て
下
さ

い
@
な
お
当
日
は
多
数
受
診
え

a

れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で

時
間
を
す
っ
て
下
さ
い
。
，

戸
u

w

d

F

室

n

a

，

へ
一
〉
日
時
及
び
場
所
間
T
/

コ
一
十
四
年
七
月
二
十
一
日
(
戸
/

曜
日
)
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
が
/

時
ま
で
受
付
開
始
午
前
八
一
〆

時
三
十
分
大
洲
保
健
所

(
二
〉
対
象
者
①
満
十
八
才

未
満
の
児
童
で
身
体
に
障
害
の

あ
る
者
も
し
く
は
機
能
障
害
を

招
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

②
医
寮
拾
崖
を
要
す
る
身
体
障

害
者
。
@
補
装
日
間
を
必
要
と
す

る
者
又
は
使
胤
中
の
補
装
具
の

修
理
を
必
要
と
す
る
者

u

④
身

体
障
害
者
で
生
活
‘
職
業
そ
の

他
厚
生
相
談
を
必
要
と
す
る
者

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
叉
付
申
請

に
要
す
る
診
断
書
を
要
す
る
者

会
ニ
)
費
用
(
診
察
料
及
び
レ

シ
ト
グ
ン
撮
影
、
手
帳
交
付
由
申

請
の
診
断
書
)
は
無
料
で
す
υ

注

意

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず

福
祉
事
務
所
長
V
〈
は
各
支
所
長

に
申
し
出
て
下
さ
い
@
な
お
申

込
み
は
七
月
十
日
ま
で
に
お
こ

な
っ
て
下
さ
い
@
く
わ
し
い
事

は
大
洲
保
健
所
又
は
福
祉
事
務

所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

自
衛
官
募
集

(
第

2
次
)

l
u
u
陸
・
海
・
空

H
H



時
つ
く
り
進
む

ム
各
地
区
で
そ
の
地
区
に
応
じ
た
町
づ
く
り
、
村
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
そ
こ
で
各
支
所
単
位
に
そ
れ
ら
の
運
動
を
特
集
し
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

~
紙
面
の
都
合
で
掲
載
出
来
な
か
っ
た
地
区
も
多
い
が
次
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ

、
り
ま
す
の
で
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

商
底
の
定
休
日
決
4
9

大
洲
商
工
会
議
所
発

(2) 昭和34年7月l日発行ず

町 B合でしのなし申日十重し楽鮮でさ
のせなた十らてしを六ねたし菜は曜大

中第でく。五ない合六日ていく員、会洲
町一あ、と日し、るわ月のいと労の商 A商
、 回 る 全 れ 実 様 殿 せ よ 定 た、幼慰庖菅工

志目がくは施に町、り例がかが安の語会
保に去自強すとの 実会、ね出の家12議
町おる主制る配定前施に去が来日族事i所

い 六 的 的 よ 慮 休 よ し 於 るねるを従 11
柚て月ななうし臼りよて五研よ作業 A 城
木、十申も決てと実う定月究うつ者監下
等 本 五 し の 定 月 童 施 と 休 二をにてや号町

いしら だてわなどてい 。 が り 運 従 の
るてれ将ろ次れっし期様消関、は業商
。もて来うのるたて日に費か常全員活
多お、と定時りいのと者れ磐商をが
大り慰い休な、る決ののて町庖喜参
の、安わ日ど大の定配不い筋にば方自
替商行れがはきでが慮便るで拡せし
意工事て定定い、ながを状もがたて
を会等いめ例行紋さ加来態同り
表議もるら会事日れえたで調っこ家
し所考。れにがとるらさあのつの族
てとえ る於行重なれなる声あ気や

おお報

あた績斗摺冨醐副総纏謡麗融幅翻総窟盟副盤覇掴踊爵輯置圃
き手書二哩舗顛欝轟轟鶴麓饗醤闘麗覇2均?龍平 品轟

」乙比四汁髄鐘欝繋鶏謹墾憲議懇謹麟瀦麓謹覆憲懇懸璽覇彊醤醤圏第昨のを野 望鐸ず

てほzt臨欝額融離職鶏輯一 年 活 設 地 引
関璽鑑識鑑題盤轟轟麓罷鰻嬢撞謹醸議議議離麓聾露関位は動け区 F 

5在者上ラ麟難壊霧鶴錨罷藤雛磯雛盤監護懇麓懇盤整議i入水にてで I ， 
コ監ののす麟欝謬騒騒轟轟麓盤機騒鶴輯畿議盤鱗欝警護賞橘あ は ν 

績中牧ば鱒欝綴盤 盤 盤 欝 欝 畿 輯 舗 麟 綴 懇 盤 綴瀦者選た地平 1.，.，. 

AZ時 t麟磯額機鍵盤麓鱗機鱗畿日三民主 tt? 
にめ名 あ い 鱗 議機感繍灘鶴轄鰍鱗滋毅岩芸よ員暴 .::u: 
tifたもげ成擦務懇鱗機織謬饗襲撃議議譲瀦機毅三行る業譲 芳守

犬 函亘協議謬糊欄離務総糊機計え振一成平回
ない E撃をら監禁緩議議議警懇懇幾議義務灘綴議機藤総選襲撃謬懇惑を、興般績合時 .t-aJ 
に民物れ協議務議議機緩機議機織警察~it:l機織す全会にを圭去J lr. 

、歓も語、幽幽泌幽幽幽峨幽繊幽;通幽幽幽畿i経巡る地の普牧真右・ 1V:
平迎とる設を通業全同心 いに農各夜が師間 月月と区技及めは又 ， L，，; 
野しの も術進の経地指とこてあ家部十中、を 三 二 と に 術 百乙
地感二の暴言め共営区導しれ実た総語二心農普日十に亘説ょ人回目rr
区言者人でのた同とののたは施る数を時と協及の ー な つ で う 々 . 思
でしの あ 期 も 化 い総賜技農し農の巡過な谷員閲日って検との令宛
はて努る待のにう合で塑協た家八固さFつ本上のかた施討し技本
農い力。とと一、 的あ者を。に割しまて技団二ら。肥をて術岳
繁るを地抱もさ伝普農り共中 つ強、で連師技週六五設加、を

J、

広(昭和32年6月1日第三種懇竺認可)第 40号

火

電〉
(
そ
の
こ

期
が
終
れ
ば
農
協
、
支
所
、
公
一
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

民
館
等
の
農
業
関
係
機
関
団
体
一
か
け
て
は
第
二
回
の
施
肥
設
計

が
主
催
し
て
部
落
出
張
農
事
相
一
が
作
柄
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
予

談
会
を
計
蘭
し
て
お
り
、
新
農
一
定
で
あ
り
平
野
地
区
の
農
業
は

村
建
設
計
画
へ
の
道
が
開
拓
さ
一
振
興
会
を
中
軸
と
し
て
益
々
近

れ
よ
う
と
し
て
い
る
・
一
代
化
し
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

食に会 一一一 m 一一一一一一一一一一一一一一…一一一一

駐日麟議饗饗謬鱗鱗欝饗饗盤整調関 南
を 、て三態疑義主義経;議繍嬢緩摂際機瀦総議選護主覆議議緩機堅議遜面総際対
問、戸麟襲撃懇融関i簿機機購灘轄悶 且与久
傭 久 市 十 職 離 選 議 義 務 糊 鶏 臓 機 畿 勝 率 灘 糊 踊 議 議 機 綴 =手
し米長了礎騒騒離融緩轍緩職警襲撃機嫌覇轍藤議離齢購漣藍露瀦議 a 、作

品じ臨鱒離欝幡鱗鱒控:の校民伊欝韓議灘〓 溢 滋 畿 綾 瀬 綿 織 織 機 購 霧 麟 織j議M ..i巴凪
実に鳩干F 盤疲1量懇悪霊鱒緩霊寝議総努難語E奪援護議議録勝懇禁j 議撃 %:t~m総事 讃老会
施給策議路通量j警護監禁:援護慾慈雲翠議議議綴襲撃 選 WE~li~tW~lJgm警襲撃 "-1-1 

醸撃韓議選議議畿議盤機燃機議議選議南¥ネ忌の
員 究し、騒響機縁遡監察緩寝室髪舗樋麗議議選盤整議機筆談:畿勢機懇裂騒 乍r
と阿きる磯翠醸総議議嚢轟騒饗購議議:議議議援護警久 tヨt
E票結鱗鑓畿輔癒鱗撃機離京好
A長い〈醸盤欝欝盤盤韓議離欝難輔頼醸欄縦 :懇愛~~.総議議選 ttæ~ 湯掻 4 ーのかとが醐醐麟糊醐糊叩曾潤諮税関謡選W1Jl:&i&lill側議議総醐学事長
幹中の南効食校上 A 前は間て よ実の南べゆ実のの校l:tT"

宅士警条君主5大243票差更ヰ芸奈良主君右翼嘉一
罪主主将守護京会222塁走 塁塁率22T2毒
に職。研てて給学席 T年 の の 於 しの校、述て面討

一
人
一
人
に
結
び
つ
い
た

公

民

館

活

動

官

田

公

民

館

発

O
消

化

器

系

七

名

O
心

臓

系

三

名

O
秘

尿

器

系

三

名

O
呼

吸

器

系

一

名

O
老

衰

一

名

O
そ

の

他

五

名

計

四

O
名

(
以
上
で
も
ム
リ
ろ
柊
に
)

脳
溢
血
に
よ
る
死
亡
が
圧
倒
的

に
多
い
こ
と
が
分
っ
た
の
で
公

民
館
主
事
さ
ん
に
話
し
た
と
と

ろ
、
そ
れ
で
は
老
人
の
健
康
診

断
を
し
て
そ
の
状
況
か
調
べ
て

菅
田
支
所
地
区
担
当
の
保
健

婦
井
上
幸
子
さ
ん
は
昨
年
ム
l
}

月
の
異
動
で
菅
田
支
所
勤
務
と

な
っ
た
が
赴
任
ど
同
時
に
、
菅

田
支
所
管
内
の
死
亡
者
の
病
名

別
め
調
査
を
行
っ
た
。
昭
和
三

十
一
一
一
年
中
に
死
亡
し
た
人
の
総

数
は
四
十
名
で
病
名
別
状
況
は

実
記
の
通
り
で
あ
る
。

。

脳

溢

血

一

一

名

O
生
所
薄
弱
一
一
一
名

O
肺

結

核

三

名

O
癌

コ

一

名火

の

珂か
か
っ
た
。
研
究
に
従
っ
て
教

育
上
も
保
健
体
育
上
に
も
効
果

が
あ
が
る
と
し
て
自
信
を
強
め

P
T
A
の
会
合
を
度
重
ね
て

開
き
、
部
落
出
張
懇
談
会
を
開

く
な
ど
し
て
校
区
内
の
父
兄
の

啓
蒙
を
行
い
、
昨
年
七
月
、
こ

の
旨
の
申
請
を
し
、
足
か
け
三

年
振
で
、
市
の
予
算
と
地
元
負

担
で
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

炊
事
室
改
造
費
、
備
口
問
費
を

含
め
て
総
額
二
一

O
、
五

O
O

円
で
四
月
下
旬
よ
り
給
食
室
の

改
造
を
始
め
、
六
月
四
日
ょ
。

給
食
を
実
施
し
始
め
た
。

学
校
側
で
は
そ
の
実
際
に
つ

い
て
心
配
し
て
い
た
が
、
中
旬

に
ア
シ
ケ
l
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
給
食
が
楽
し
い
と
言
う
も

の
が
九
八
パ
l
セ
シ
ト
と
言
う

好
評
ぶ
り
で
、
先
生
が
子
供
の

様
子
を
見
て
い
て
も
、
何
か
し

ら
子
供
の
顔
色
も
よ
く
な
り
、

張
り
切
っ
て
い
る
様
に
思
え
る

と
の
事
で
あ
る
。

詳
し
い
デ
l
タ
ー
は
こ
、
三

年
し
な
い
と
分
ら
な
い
だ
ろ
が

き
っ
と
好
い
成
績
が
表
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
期
待
が
か
け
ら
れ

て
い
る
。

給
食
の
内
容
は
一
週
間
五
回

の
完
全
給
食
で
、
経
費
負
担
は

一
人
一
日
十
六
円
で
あ
る
。

親
の
撲
が
よ
い
の
か
、
家
庭

教
育
の
力
か
、
子
供
達
は
少
し

も
残
さ
ず
食
べ
て
い
る
。

給
食
の
運
営
費
も
心
配
し
て

い
た
が
一
年
間
前
払
い
を
し
て

下
さ
っ
た
方
が
十
六
名
も
あ
り

学
校
側
で
は
親
ど
さ
ん
の
給

食
の
理
解
に
心
か
ら

F

感
謝
し
、

部
落
懇
談
会
や
P
T
A
の
大
会

で
詳
し
〈
報
告
し
て
懇
談
し
た

い
と
計
国
し
て
い
る

み
よ
う
と
言
う
事
に
な
り
、
去

る
二
月
下
旬
よ
り
四
月
上
旬
に

わ
た
っ
て
菅
田
西
谷
部
落
外
八

部
落
の
老
人
の
健
康
診
断
を
行

っ
た
。受

診
者
総
数
一
一
七
名
で
あ

っ
た
が
そ
の
中
要
治
療
者
は
二

十
一
名
(
十
八
M
m
)

要
注
意
者
二

十
九
名
(
二
五
%
)
計
四
二
%
と

言
う
高
い
比
率
を
示
し
た
の
で

驚
く
と
共
に
各
人
に
対
し
、
注

意
を
書
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
た
。
な
お
要
治
療
者
要

注
京
者
の
飲
酒
、
喫
照
関
係
家

族
関
係
な
ど
に
つ
い
て
主
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

一
人
一
人
に
い
告
届
い
た
会
民

館
運
動
だ
E
地
区
民
は
感
謝
し

て
い
る
。

用

J・、

高
…
一
鹿
野
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
ミ

…
芝
一
放
流
の
連
絡
警
報
に
つ
い
て

市
三
山
一
鹿
野
川
ダ
ム
は
昨
年
十
一
月
一
低
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き

三
善
地
区
で
は
酪
農
戸
数
、
一
は
二
等
乳
も
一
労
強
と
い
う
好
一
に
中
間
的
な
湛
水
を
い
た
し
ま
一
放
流
の
連
絡
警
報

九
O
戸
で
乳
牛
一
四

O
頭
を
飼
一
成
績
で
あ
り
、
品
質
も
雑
牛
よ
一
し
て
、
現
在
は
ダ
ム
溢
流
頂
ま
一
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
場
合

育
、
原
料
乳
を
毎
日
に
四
石
出
一
り
登
録
牛
へ
と
殆
ん
ど
が
登
録
一
で
貯
水
し
て
い
ま
す
が
、
ダ
ム
一
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
・
放
流
計

荷
し
て
い
る
が
、
昨
年
十
二
月
一
牛
へ
と
変
っ
て
来
た
。
.
一
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
グ

1
ト
一
画
を
電
話
等
に
よ
り
次
の
機
関

に
は
基
礎
牛
十
頭
を
導
入
し
て
一
・
サ
イ
ロ
も
殆
ん
ど
の
農
家
に
設
一
を
下
し
、
ダ
ム
溢
流
頂
を
閉
ざ
一
に
連
絡
し
、
必
要
に
応
じ
て
警

i
h
J

一、
i

備
さ
れ
、
現
在
は
飼
一
し
、
現
在
よ
り
更
に
約
十
米
貯
一
報
車
等
に
よ
り
こ
れ
を
一
般
に

亀
競

f
j六

C
I
T
E
-な

L
i
t
zも

に
、
放

鼠
齢
離
職
較
麟
鰍
麟

F
自

給

飼

料

で

ま

か

な

一

ま

す

。

一

流

の

開

始

五

分

前

に

サ

イ

レ

シ

総
〆
輔
繍
縄
関
麟
臨
離
輔
盤
臨
醐
輔
jhjhp
わ
れ
て
い
る
状
態
で
一
初
秋
頃
に
は
試
験
的
に
滋
水
を
一
を
吹
鳴
し
て
こ
れ
を
一
般
に
警

酬

櫓

機

桝

調

峨

欄

山

川

ぁ

計

の

酪

農

の

目

一

行

幹

時

計

日

ド

一

告

し

肘

ド

絡

先

(

市

内

)

緩
緩
懸
鮫
燃
料
約
総
験
機
ぺ
l
v
J
¥

標
は
地
区
四

O
O頭
一
洪
水
調
節
及
び
貯
水
位
維
持
等
一
大
洲
市
役
所
(
ナ
イ
レ
シ
)

議
議
機
騒
畿
二

ν
の
飼
育
、
豆
頭
飼
い
万
た
め
に
ダ
ム
よ
り
放
流
す
る
一
庁
大
川
支
所
(
サ
イ
レ
ン
)

d
L一
Z
L
Yー
を

目

標

に

し

て

お

り

一

こ

と

が

あ

り

ま

す

@

一

庁

成

見

(

ナ

イ

レ

シ

)

品
質
の
向
上
を
計
る
と
と
も
に
一
仔
牛
を
殆
ど
他
町
村
へ
売
っ
て
一
ダ
ム
の
グ
l
ト
の
操
作
に
当
一
。
菅
岡
支
所
(
サ
イ
レ
ン
)

三
頭
飼
い
飼
育
の
道
を
進
め
て
一
い
な
い
事
か
ら
考
え
、
そ
の
目
一
つ
て
は
万
全
を
期
す
る
も
の
で
一
庁
大
竹
(
サ
イ
レ
ジ
)

い
る
。
そ
も
そ
も
三
善
地
区
の
一
標
達
成
は
そ
う
遠
く
あ
る
ま
い
一
あ
り
ま
す
が
、
ダ
ム
下
流
肱
川
一
庁
若
宮
(
ナ
イ
レ
ン
)

酪
農
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
十
一
と
い
っ
て
い
る
。
一
沿
岸
の
地
元
の
方
々
に
も
、
充
一
が
五
郎
(
・
サ
イ
レ
ン
)

八
年
の
水
害
に
始
ま
る
。
三
善
一
平
坦
地
区
は
三
頭
飼
い
に
な
り
一
分
な
御
理
解
と
御
協
力
を
お
顕
一

M

三
善
支
所
(
サ
イ
レ
シ
〕

沖
の
田
畑
は
こ
の
大
水
害
に
あ
一
道
路
が
整
備
さ
れ
た
関
係
で
山
一
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
庁
八
多
喜
支
所
(
サ
イ
レ
シ
)

っ
て
、
青
い
も
の
一
本
も
な
い
一
間
部
へ
酪
農
は
延
び
て
ゆ
〈
だ
一
洪
水
間
節
一
門
サ
イ
レ
ン
〕

程
の
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
一
ろ
う
と
み
て
い
る
。
こ
の
組
合
一
洪
水
調
節
と
は
ダ
ム
よ
り
上
一
@
1
1
休
止
@
l
l

た

。

水

害

か

ら

三

宮

救

い

、

一

の

特

色

は

組

合

幹

部

が

仔

牛

が

玄

洪

水

の

一

部

を

貯

水

池

に

一

ぐ

く

農
家
経
営
を
安
定
さ
す
道
は
酪
一
生
れ
た
時
も
売
却
す
る
時
も
全
一
貯
溜
し

γ
ダ

ム

下

百

の

供

水

量

一

約

一

分

約

一

分

農
以
外
に
な
い
と
久
保
田
富
鬼
一
部
立
会
い
、
自
主
的
な
規
律
ぉ
一
を
低
減
さ
吋
る
も
の
で
あ
り
ま
一
門
警
鐘
〕

雄
氏
(
前
酪
農
組
合
長
)
ら
七
名
一
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
事
で
、
一
し
て
鹿
野
川
ダ
ム
で
は
最
大
浜
一
@
@
@

の
先
覚
者
が
徳
島
県
よ
り
乳
牛
一
勝
手
な
行
動
は
許
さ
な
い
と
共
下
毎
秒

u
i棄
を

毎

秒

一

約

ぶ

く

を
導
入
し
て
酪
農
経
営
を
始
め
一
に
行
き
と
ど
い
た
世
話
を
し
て
一

γ
民
主
方
米
調
節
し
て
毎
秒
一
放
流
の
場
合
注
意
す
る

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
終
戦
の
一
い
る
事
で
あ
る
。
一
H

・
mg立
方
米
に
低
減
し
ま
す
。
一
区
民

混
乱
期
を
迎
え
、
乳
牛
と
い
っ
一
現
組
合
長
金
子
茂
八
氏
、
前
純
一
ダ
ム
よ
り
の
放
流
一
ダ
バ

U
り
の
放
流
は
、
降
雨

て
も
相
手
に
す
る
者
も
な
く
、
一
合
長
久
保
田
氏
等
の
幹
部
め
指
一
ダ
ム
の
グ

1
ト
は
、
常
時
は
一
に
よ
る
出
水
と
還
っ
て
、
時
な

売
る
に
売
れ
な
い
と
い
ろ
霊
感
一
導
よ
ろ
し
き
を
得
た
回
い
結
束
一
全
門
開
寒
し
て
あ
り
ま
す
が
、
一
ら
ぬ
と
き
に
出
水
が
あ
り
、
叉

が
続
い
た
o

然
し
平
和
な
闘
に
一
は
県
、
帯
地
区
内
等
の
章
一
刊
一
次
の
よ
号
な
場
合
に
は
ゲ
1
ト
一
増
水
の
し
か
た
が
か
な
り
急
激

は
必
ず
酪
農
が
栄
え
、
将
来
、
一
機
関
の
力
強
い
援
助
指
導

v
t
一
安
操
作
し
て
貯
水
池
の
水
を
放
一
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
河
原

三
善
地
区
の
塁
走
酪
農
以
外
一
て
三
一
顕
飼
い
酪
農
農
家
と
し
て
一
流
し
ま
す
。
一
で
遊
ん
で
い
た
子
供
が
流
さ
れ

に
な
い
と
い
う
信
念
は
聞
く
最

τ一
戸
平
均
五

O
万
の
高
得
と
い
工
、
予
備
い
盟
主
行
う
と
き
。
一
た
り
、
河
原
に
置
い
て
い
る
物

初
の
八
名
の
グ
ル
ー
プ
の
結
束
一
ろ
安
定
し
た
農
家
終
済
の
夢
合
一
-
一
、
洪
水
調
節
を
行
う
と
き
二
を
流
失
し
た
り
、
舟
を
流
さ
れ

も
固
か
っ
た
。
昭
和
一
干
八
、
一
完
成
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。
一
三
、
貯
水
位
を
維
持
す
る
と
き
一
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
と
の
点

九
年
の
酪
農
の
変
動
期
に
も
六
一
河
野
霊
長
所
長
一
は
一
一
番
の
酪
一
回
、
ゲ
ー
ト
の
点
検
・
繋
備
叉
一
特
に
注
意
し
て
、
警
報
車
の
連

O
頭
を
確
保
す
る
な
ど
、
酪
農
一
島
内
史
の
編
集
に
左
り
か
か
っ
て
一
は
試
甲
控
室
行
う
た
め
必
要
が
一
絡
、
サ
イ
レ
シ
の
警
告
に
気
を

へ
の
関
心
は
次
第
に
地
区
に
浸
一
酪
農
の
苦
斗
を
綴
り
、
小
、
中
一

b
s
E
‘

号

、

一

一

一

主

主

E
き

一

付

け

、

お

互

に

連

絡

し

て

、

問

透
し
、
そ
の
後
は
順
調
に
増
加
一
学
生
、
青
年
に
伝
え
た
い
と
一
一
一
五
、
ダ
ム
堤
体
・
附
帯
一
隅
設
@
一
違
の
な
い
よ
う
に
早
や
自
に
河

の
一
途
を
辿
っ
た
。
昭
和
三
十
一
っ
て
v

い
る
。
一
貯
水
池
等
に
つ
い
て
監
査
、
補
一
原
か
ら
退
避
し
て
下
さ
い
。

年
集
乳
一

mm新
築
さ
れ
て
か
ら
一
(
宝
具
は
久
保
田
宮
鬼
雄
氏
)
一
修
等
を
汗
う
た
め
、
貯
水
位
を
一
鹿
野
川
ダ
ム
工
事
々
務
所

乳
牛
コ
一
頭
飼
九

一
二
善
酪
農
組
合

農

業

振

興

協

議

会

出

張

懇

談

会

を

行

う

八
多
重
門
地
区
で
は
地
区
の
農
一
出
張
懇
談
会
に
つ
い
て
話
し
ム

業
を
総
合
的
に
発
展
さ
せ
よ
う
一
っ
た
。
出
張
懇
談
会
に
一
円
令
捗

と
し
て
、
際
協
の
技
術
員
、
公
一
術
者
が
参
加
す
る
わ
ア
総
合
酌

民
館
主
事
、
す
〈
所
産
業
係
、
改
一
な
技
術
の
相
談
に
応
ず
る
と
き

良
普
及
員
、
名
程
組
合
の
技
術
一
が
出
来
、
一
般
の
芦
も
分
か
り

者
で
農
業
振
胆
協
議
会
を
結
成
一
新
農
村
建
設
計
画
に
よ
る
舟
尚
一

し
、
毎
月
定
例
目
今
日
設
け
て
、
一
農
家
の
経
営
調
査
の
今
析
が
州

各
種
情
報
交
換
、
事
業
の
調
整
一
来
れ
ば
、
太
格
的
な
建
設
の
労

を
行
っ
て
い
る
が
、
会
ろ
六
月
一
針
か
-
樹
立
し
よ
う
と
真
剣
な
討

二
十
二
日
、
八
公
民
館
に
が
て
臨
一
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

時
会
を
聞
き
農
懲
期
後
の
都
落
一
八
多
喜
会
民
館
発

一
列
車
の
安
全
一

一
に
協
力
を
/
一

国
鉄
で
は
、
安
全
第
一
を
鉄

則
と
し
て
、
日
ね
て
の
施
策
が
な

一
さ
れ
て
い
ま

τ安
全
、
正
確
、

一
迅
速
、
快
適
を
信
条
と
L
て
施

一
設
の
改
善
、
取
扱
の
較
正
、
磯
員

一
ゐ
訓
練
等
の
強
化
を
計
っ
て
い

一
ま
す
が
安
全
の
際
保
と
い
R

こ

一
と
は
、
い
し
か
え
る
と
事
故
の

一
防
止
で
あ
り
ま
す
。
鉄
道
事
故

，cp 

、

で
公
衆
と
最
も
関
連
性
の
多
い

踏
切
事
故
列
車
妨
害
事
故
に
つ

い
て
鉄
道
線
の
状
態
は
、
鉄
橋

が
全
国
で
四
万
二
千
箇
所
、
ト

ン
ネ
ル
は
二
千
七
百
箇
所
、
踏

切
道
は
四
万
四
千
筒
所
あ
り
、

四
国
管
内
で
は
鉄
橋
二
五
四
、

ト
シ
ネ
ル
二
二
一
、
踏
切
道
二

一二

O
箇
所
あ
り
、
全
営
業

キ
ロ
程
は
二
万
二
百
七
十
五
キ

ロ
と
な
っ
て
、
列
車
は
四
六
除

中
走
り
続
け
て
い
る
の
で
沿
線

は
甚
だ
危
険
で
あ
り
ま
す
。

大
洲
市
附
近
の
列
車
密
度
に

つ
い
て
見
る
と
、
五
郎
方
面
一

日
五
十
回
二
十
分
毎
に
一
箇
列

車
、
平
野
方
面
三
十
四
回
二
十

八
分
毎
に
一
箇
列
車
の
割
合
で

実
際
運
転
す
る
時
間
は
数
分
間

隔
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

間
を
縫
っ
て
、
ト
ロ
p
l
、
モ

ー
タ
ー
ヵ
ー
が
作
業
用
務
で
通

っ
て
い
ま
す
。

又
臨
時
列
車
の
運
転
、
時
刻
変

更
で
の
運
転
等
も
あ
り
、
速
度

の
点
か
ら
も
機
関
車
九
十
ト
ン

客
車
又
は
貨
車
は
三
百
ト
ン
で

そ
の
列
車
が
時
速
四
十
キ
ロ
か

ら
六
十
キ
ロ
で
疾
走
し
て
い
ま

す
。
こ
の
危
険
地
域
で
起
っ
た

四
国
管
内
の
事
故
に
つ
い
て
昭
-

和
三
三
年
度
の
発
生
件
数
は
、
由

踏
切
障
害
、
香
川
四
二
、
愛
媛
一

三
O
、
徳
島
九
、
高
知
三
で
計
一

五
一
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

こ
れ
ら
の
事
故
に
よ
る
死
傷
者
一

は
九
二
人
、
国
鉄
の
受
け
た
損
品

害
額
は
九
、
三
五
六
千
円
で
尊
一

い
人
命
財
貨
の
消
損
は
甚
大
な
一

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
一

と
の
程
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
一

之
、
線
路
内
に
立
ち
入
ら
な
い
-

q崎
別
最
も
賢
明
で
特
に
子
供
一

の
立
ち
入
り
は
甚
だ
危
険
で
置
一

石
、
物
置
等
に
よ
る
事
故
が
後
一

を
絶
た
な
い
の
で
保
護
者
の
注
一

意
を
喚
起
す
所
以
で
あ
り
ま
す
一

踏
切
道
で
一
旦
停
止
左
右
を
見
一

極
め
る
こ
と
は
案
外
に
忘
却
さ
一

れ
勝
で
一
考
を
望
み
ま
す
。
、
、
?
?

、

卜ン孔パ斗付詩剣器樹吋話溺叫誌杭
J

けユユ¥
 

汁
斗
斗
川
川
ハ
叶
す
吋
以
上
は
守
る
に
苦
痛
叫
丈
¥

な
い
い
がm
実
行
に
ス
キ
が
生
じ
同

い
も
の
で
ら
り
ま
す
。

中
国
の
踏
切
道
の
民
意
標
に
八

一
寸
先
地
獄
グ
と
い
う
警
句
が

あ
り
全
く
そ
の
通
り
で
、
こ
れ

を
肝
に
銘
じ
事
故
防
止
に
一
段

の
協
力
を
切
に
要
望
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

~ 

。

。

。
。
。


